
巻頭言 新品種の紹介
奄美地域の早期高糖性品種「さとうきび農林30号」

－ 12月の早期収穫で期待－

【開発の背景】
　サトウキビは南西諸島地域を支える基幹作物です
が、台風や夏季の干ばつなどのため、安定生産が１つの
課題となっています。その対策の1つとして、奄美地域
では植え付けや株出し等を適期に行い、初期生育を十
分に確保することが推奨されています。そのため、次作
の準備を十分に行って適期に作業できるよう、12月か
ら収穫できる早期高糖性品種が要望されています。
　そこで育成されたのが「さとうきび農林30号（品種
登録名：KN00-114）」です（写真１）。
【品種の特徴】
　種苗法での品種登録名は「KN00-114」です。品種登
録名の"K"は"九州で育成"、"N" は"南アフリカ共和国で
交配"したことを表しています。「さとうきび農林30号」
は"30番目に農林登録されたさとうきび品種"を表す農
林登録番号です。サトウキビでは品種登録名ではなく
「農林8号」や「農林17号」のような農林登録番号で呼ぶ
ことが多いので、ここでも「農林30号」を用います。
　さとうきび新品種「農林30号」の12月の早期収穫で
の収量と糖度は、新植栽培（苗を植え付ける栽培方

法）、株出し栽培（収穫した刈り株から萌芽した芽を育
てる栽培方法）の両方の作型で従来の品種「農林8号」
より優れています（表１）。また萌芽性が良好で、現在の
早期高糖性品種「農林22号」よりも脱葉しやすく、生産
者が収穫しやすい特性をもっています。さらに黒穂病
などのサトウキビ重要病害に対して抵抗性もあります
（表２）。
【期待する活用場面】
　「農林30号」は、奄美地域で栽培されている「農林8
号」、農林17号」に置き替わる品種として、鹿児島県の
奨励品種に採用されました。今後、早期高糖で株萌芽
に優れた「農林22号」とともに収穫作業の容易な「農林
30号」が状況に応じて使われ、奄美地域でのサトウキ
ビ安定生産に貢献するものと期待しています。
　　　        　【（前）作物開発・利用研究領域　石川 葉子】

表２．「さとうきび農林 30号」の特性概要

　全国的に電力需給が厳しい中で、九州沖縄農業研究
センターでは今年の夏も節電に取り組んでいます。実験
室はもとより夏場の圃場や温室での研究をどのように行
えばよいか、健康にも配慮しつつ研究の推進と節電の両
立を図るべく、細かい工夫を積み重ねています。節電だ
けでなく、計画停電も想定した施設、分析機器の運用も
苦労の種です。整った実験施設、高精度の分析計は研
究を行う上で大変貴重ですが、どうしても電力を多用す
ることになります。水や空気と同様、電気があるのは当た
り前と思っていましたが、資源は有限であることを身につ
まされるこの頃です。それでも、この経験は大変であって
も省エネ型社会への転換へいち早くチャレンジする場が
与えられたものと捉えると新しい研究展開のシーズ、ニー
ズがそこにあるように思えてきます。ですので、暑い夏が
来ると恨めしいと思いつつ、でも暑くない夏はそれはそれ
でまた問題かなあとも思ったりしています。
　暑い夏といえば地球温暖化の進行も気になるところで
す。気温上昇だけでなく、気象災害の頻発にも繋がるそ
うで、こちらも心配です。九州沖縄地域は気象災害の多
い地域ですので、防災、減災の備えをしっかり整えなけ
ればなりません。昨年11月に南アフリカ・ダーバンで開催
された第17回気候変動枠組み条約締約国会議では、先
進国、途上国の区別なく、世界が同じ土俵でこの問題に
取り組む「ダーバン・プラットフォーム特別作業部会」が設
置されることになったそうです。温暖化に限らず環境問
題は食料生産や貧困の問題とも関連しますので、どのよ
うにして両立（あるいは鼎立） させていけばよいのか難
しい話ですが、将来への負担、リスクの軽減に向けて世
界が協調して取り組んでいくことは21世紀を生きる私た
ちの責務だと思います。
　農業・畜産業は温室効果ガスの発生源としても知られ
ています。農業・畜産業が我が国の温室効果ガス発生
量に占める割合は２％程度と小さいものの、世界的には
水田や家畜の消化管から発生するメタンや農耕地や家
畜のふん尿処理から発生する一酸化二窒素を主体に
それなりの割合を占めているようです。一方、農業・畜産
業に対する温暖化の影響にも大きなものがあります。九
州沖縄地域は温暖化の影響をいち早くかつ大きく受け

るところでもありますの
で、当所では、将来の
温暖化に備えた対策
技術の開発に力を入
れています。たとえば、
高温耐性に優れる水
稲品種「にこまる」は、
乳白米の発生などで
米の品質低下が大き
な問題となった2010年の猛暑でも大きな影響を受けるこ
となく、また、食味性に優れることから、近年、普及面積が
大きく伸びています。家畜の暑熱対策技術も当所には長
年の研究実績があり、最近では暑熱の影響を酸化ストレ
スとして捉えた新しいアプローチも行っています。もちろん
メタンなどの家畜由来温室効果ガス発生低減技術の開
発にも抜かりはありません。温暖化に伴い、フタテンチビヨ
コバイによるワラビー萎縮症やセジロウンカが媒介するイ
ネ南方黒すじ萎縮症など南方の病気や害虫が日本に侵
入してくる心配もありますが、それに備えた研究も展開し
ています。
　地球環境問題の他にも、世界の人口増加、食料不足、
国際的な穀物価格の高騰、環太平洋経済連携協定
（TPP） 参加問題等の国際貿易問題、口蹄疫、鳥インフ
ルエンザの発生など、私たちと食と農業・農村を巡る状
況はグローバル化そのものです。研究開発を行うにあ
たってもグローバルな視点から取り組むことは大変大事
なことですが、それを踏まえた上で、ローカルの立場から
問題を捉え、対処することが農業技術研究の場面では
大事なのではないでしょうか。九州沖縄という地域から、
エネルギー資源や温暖化というグローバルな問題を捉
え、この地に最適な技術を提案する、その技術は日本全
国、さらには世界へ波及する、地域農研の役割はそこに
あるものと思います。その中で、たとえば温暖化問題に関
していえば、植物の高温障害や家畜の暑熱ストレスの発
生・影響メカニズムなど基礎的知見の充実も図られ、さら
に一段と深く、ボリュームのある技術になっていくことが期
待されます。新しい技術開発の世界は、地域にしっかり
立つことで見えてくるに違いありません。
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表１．「さとうきび農林 30号」の収量および糖度
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写真１　左が「さとうきび農林 30号（KN00-114）」の草姿
　　　　右は「さとうきび農林 8 号（NiF8）」
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暑い夏に考える　－グローバルとローカル－
所長　寺田  文典


